
 

※ ホームページ等で公表します。（様式１）  

立 教 Ｓ Ｆ Ｒ － 個 人 － 報 告  

立教大学学術推進特別重点資金（立教ＳＦＲ）  

個人研究費  

２０１０年度研究成果報告書  

 

 

研究代表者 

所属･職名 氏 名 

 

観光学部交流文化学科  特任准教授  

 

鈴木伸子     印   

 

研究課題  
「接 触 場 面の 談 話管 理に 見 る 文化 理 解─ 留学 生 の 自己 発 話評 価と 談 話 分析

の結果から」  

研究期間  

 

２０１０年  度  

 

研究経費  

 

500 千円  

 

研究の概要（２００～３００字で記入、図・グラフは使用しないこと） 

 

 

 

本研究は、接触場面（日本語母 語話者／非母語話者間の会話場面）を活用したビ

ジネス日本語教育実践に基づく談話研究である。分析対象とするのは、来日直後

に実施した「留学生による社会人へのインタビュー」という学習活動において収

集した接触場面の会話データと、２年後、この活動に参加した留学生が、自らの

過 去 の 会 話 デ ー タ を 聞 い て 自 己 評 価 や 訂 正 を 行 っ た 際 の イ ン タ ビ ュ ー デ ー タ で

ある。そこから、①実際の会話データに見られる談話スキルの実態と、②彼ら自

身 の 学 習 開 始 時 の 発 話 に 対 す る 自 己 評 価 と 談 話 現 象 に 対 す る 理 解 の 間 に ど の よ

うな一致やギャップがあるのかを探る。さら に、談話スキルと知識の獲得を、自

律的な学習や文化理解がどう促進するのか、その関連性にも注目する。  

 

キーワード（研究内容をよく表しているものを３項目以内で記入。） 
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◎  本研究の研究計画  

 

 本研究は、接触場面（＝日本語母語話者／非母語話者間の会話場面）を学習に活

用した日本語教育実践に基づく談話研究である。分析対象とするのは、ビジネス日

本語科目の「留学生による社会人へのインタビュー」という学習活動（詳細は鈴木

2009 参照）にて収集した会話データと、２年後この活動に参加した留学生に自らの

会 話 デ ー タ を 聞 い て も ら い な が ら 行 う フ ォ ロ ー ア ッ プ イ ン タ ビ ュ ー の デ ー タ であ

る。これらに対して、談話分析を主とする質的な言語分析を行う。  

研究課題は次の通りである。“会話データに見られる留学生の談話スキルの実態”

と“過去の発話に対する自己評価や内省に見られた談話管理スキルへの理解”の、

２種類のデータにおける異同を検討し、日本語学習の習得において最も難しいと 指

摘される談話的なスキルや知識を、学習者がどのような経験を手がかりにして獲得

するのかを探る。  

 

【参考文献】鈴木伸子（2009）「 イ ン タ ビ ュ ー を 活 用 し た ビ ジ ネ ス 日 本 語 教 育 の 試 み 」  『 立 教 大 学 観

光 学 部 紀 要 』 第 11 号  pp.140-147 立 教 大 学 観 光 学 部  

 

 

◎ 2010 年度における研究成果  

 

１）データ収集計画とその成果  

 本研究の研究助成は単年度であり、2010 年度内に行う作業は、必要な言語データ

のべ 24 回分の収集と、それらに対する一次分析である。本研究は、学年の異なる３

グループの留学生を対象に、縦断的にデータを収集する点に特徴があり、本年度は

グループ B の２年後のフォローアップインタビューと、グループ C の会話データ収

集と半年後のフォローアップインタビューを 行った（※グループＡは 2009 年度まで

にデータ収集が全て終了）。  

 まとめると、以下表組の太枠内が 2010 年度内に収集したデータとなる。  

 

「留学生による社会人への  

インタビュー」会話データ  

半年後のフォローアップ  

インタビュー  

２年後のフォローアップ  

インタビュー  

グループ A 

2008 年５月：５名（済）  
（なし）  2010 年 2 月： 5 名（済）  

グループ B 

ⅰ 2009 年５月： 8 名（済）  
（なし）  ⅱ 2011 年 2 月：8 名（済） 

グループ C 

ⅲ 2010 年 5 月： 8 名（済）  

ⅳ 2010 年 12~1 月：８名

（済）  
2012 年 2 月：８名（未） 

 

 

 なお、初回のフォローアップインタビューは当初、会話データ収集直後に行って

各対象者の内省を見る予定であったが、学習活動の終了と同時に、各自の会話デー

タを繰り返し聞いて執筆する「内省シート」を提出することとしたため、対象者自

身の記述によってインタビューとほぼ同じ内容のデータが収 集できた。そこで、フ

ォローアップインタビューは時期をずらし、 半年後に実施した。これにより、内省

の推移を見るデータが当初の計画より一つ多く収集することができた。  
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２）一次分析による成果  

これまでのところ、おおまかな一次分析をしたに過ぎないが、複数の興味深い点

が見られた。以下に、そのうち２点を挙げる。  

 

①  談話管理スキルに対 する意識化の個人差と、実際の談話展開に見られる特徴  

②  談話管理における聞き取り能力の影響  

 

①フォローアップインタビューを分析したところ、パイロットスタディにおける分析結果と

同様に、対象者は２つのグループに分かれた。すなわち、 談話管理スキルに対する意識

が強く、根拠を示しながら自己訂正ができる学生グループと、談話管理スキルに対して明確な反応を示さ

ない学生グループである。そこで、彼らが接触場面においてどのように会話への参

加を行っているのか調べるべく、 実際の会話データを対象に談話分析を行ったと

ころ、両グループの談話展開には話題間の「繋がり」「深さ」という点で差違が生

じていることがわかった。  

 

②フォローアップインタビューの分析により、学習者に一定の談話管理スキルがあっても、必要な語彙力

および聞き取り能力が備わっていなければ、充分にそのスキルを活用できない場合があるとわかった。こ

のケースは、来日直後で聞き取りに慣れていない留学生の場合にしばしば発生する。事前に練習を繰り返

すことで質問は流暢にできるが、同時に、その流暢な質問によって母語話者側は相手方の日本語力を過信

して長いターンで発話を続けることがある。その結果、相手発話を充分に聞き取れなくなって理解不足に

陥り、意味交渉を放棄して、前後の関連性が薄い「質問－回答」の発話ペアを繰り返すため、談話管理ス

キルは不使用となる。ここから、談話管理スキルは、文法項目や語彙とは異なり、運用において影響する

範囲が広範囲に及ぶため、四技能の総合力に支えられてようやく発揮できるということが確認された。従

って、短いターンの連続する会話で談話管理スキルを適切に使えたとしても、長いターンで未習の語彙が

登場したり、聞き取りに困難を覚えたりするような場合は、談話管理スキルの運用が困難となることが予

想される。 

 

 

 以上、いずれも分析途中での成果であるが、①については既に論文の執筆を開始しており、後述する国

際シンポジウムで研究発表を行う予定である。また、本研究が収集したデータは、①待遇性があ

る点、②学習者が談話管理を行う側に立つ点、③ビジネス場面に準じ情報収集を目的とする点、以上３点

の特徴を有しており、留学生と日本人学生の雑談を対象とする接触場面会話研究とは異なるタイプの貴重

な会話データである。それらが蓄積されたことには、重要な意義があると考える。 

※  こ の （ 様 式 ２ ） に 記 入 の 、 成 果 の 公 表 を 見 合 わ せ る 必 要 が あ る 場 合 は 、 そ の 理 由 及 び 差 し 控 え 期 間

等 を 記 入 し た 調 書 （ Ａ ４ 縦 型 横 書 き １ 枚 ・ 自 由 様 式 ） を 添 付 す る こ と 。  
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④その他（国際シンポジウムにおける研究発表）  

 2011 年８月、タマサート大学ランシットキャンパス（タイ：バンコク）において

開催予定の『日本語教育国際シンポジウム』（仮テーマ「多文化共生社会形成へ向け

て：タイ人と日本人の視点から」主催：タマサート大学教養学部日本語学科  後援：

国際交流基金・東芝国際交流財団）で、日本企業内の多文化共生とコミュニケーシ

ョンのあり方について検討するため、本研究で得られた分析結果とそ の考察を発表

する（仮題「日本企業におけるコミュニケーションの特徴と外国人社員に必要な談

話管理スキルについて」）。  

 具体的には、日本企業内におけるコミュニケーションの特徴と、昨今の外国人人

材をめぐる動向を述べた上で、⑴ビジネス日本語会話で有効な談話スキルとは何か、

⑵談話スキルを習得するにはどのような学習が効果的なのか、以上２点について発

表する。  

 

 

今後、以下の論文を発表する予定である。  

 

１）本研究は、単年度の研究助成であり、本年度内の目標はデータ収集と基礎的な

分析であるが、前頁で述べたとおり、収集したデ ータからは複数の興味深い現象が

発見されている。これらについて 現在、鋭意執筆を進めており、学術論文として完

成し次第、『日本語教育』『社会言語科学』『リテラシーズ』など談話研究を対象領域

とする学会誌に投稿する予定である。  

 

２）上記国際シンポジウムにおける発表内容は、研究論文としてまとめることとな

っ て お り 、 執 筆 後 は タ マ サ ー ト 大 学 東 ア ジ ア 研 究 所 （ Insti tute  o f  East  Asian 

Studies ,  Thammasat University）発行の Japanese Studies  Journal に掲載される

予定である。  
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